
導
入
後
の
サ
ポ
ー
ト
は
日
立
ソ
フ
テ
ッ
ク
が
、
主

に
メ
ー
ル
か
電
話
で
対
応
し
て
い
ま
す
。
メ
ー
リ
ン

グ
リ
ス
ト
に
寄
せ
ら
れ
る
意
見
・
要
望
に
沿
い
、
ほ

と
ん
ど
す
べ
て
の
ユ
ー
ザ
ー
と
開
発
者
お
よ
び
サ
ポ

ー
ト
担
当
者
が
参
加
し
て
、
ユ
ー
ザ
ー
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
改
良
が
随
時
お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
こ

当
院
は
整
形
外
科
診
療
所
と
し
て
２
０
０
１
年
⒓

月
に
新
規
開
院
し
ま
し
た
。
当
初
か
ら
電
子
カ
ル

テ
・
ダ
イ
ナ
ミ
ク
ス
（
以
下
ダ
イ
ナ
）
を
導
入
し
て

い
ま
す
。
ダ
イ
ナ
は
実
地
医
家
が
作
成
し
た
診
療
所

発
の
電
子
カ
ル
テ
で
、
一
般
診
療
所
の
多
様
な
ニ
ー

ズ
に
応
え
て
お
り
、
価
格
も
リ
ー
ズ
ナ
ブ
ル
な
も
の

に
な
っ
て
い
ま
す
。 

月
刊 

新
医
療 

第
３
１
巻
第
９
号
（
２
０
０
４
年
９
月
号
） 

      特集 

診
療
所
の
電
子
カ
ル
テ 

診
療
科
別
電
子
カ
ル
テ
の
あ
り
方 

医
師
作
成
電
子
カ
ル
テ
で
運
用
す
る 

実
践
的
整
形
外
科
診
療 

藤
井
整
形
外
科
ク
リ
ニ
ッ
ク 

藤 

井 

英 

治 
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れ
ら
の
改
良
点
や
保
険
改
定
時
な
ど
の
バ
ー
ジ
ョ
ン

ア
ッ
プ
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

各
自
が
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
行
い
ま
す
。 

当
院
は
新
規
開
業
時
か
ら
電
子
カ
ル
テ
と
デ
ジ
タ

ル
Ｘ
線
シ
ス
テ
ム
に
よ
り
診
療
録
の
デ
ジ
タ
ル
管

理
・
保
存
を
行
っ
て
い
ま
す
。
建
物
設
計
の
段
階
で
、

診
療
室
を
中
心
と
し
て
受
付
・
Ｘ
線
室
・
処
置
室
・

リ
ハ
ビ
リ
室
の
配
置
に
工
夫
を
こ
ら
し
ま
し
た
。
整

形
外
科
で
最
も
多
用
す
る
検
査
で
あ
る
Ｘ
線
の
撮
影

室
は
診
察
室
に
隣
接
し
、
撮
影
は
ド
ク
タ
ー
自
身
が

電
子
カ
ル
テ
入
力
と
併
行
し
て
随
時
行
え
る
よ
う
に

１
０
０
５
施
設
で
す
が
、
全
国
各
地
で
研
究
会
・
例

会
が
開
か
れ
て
い
ま
す
。
主
要
な
会
の
内
容
は
Ｄ
Ｖ

Ｄ
に
収
録
さ
れ
て
全
国
の
ユ
ー
ザ
ー
に
回
覧
さ
れ
、

常
に
新
し
い
情
報
を
取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
シ

ス
テ
ム
も
確
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
最
近
、
整
形

外
科
を
標
榜
す
る
ダ
イ
ナ
ユ
ー
ザ
ー
だ
け
の
メ
ー
リ

ン
グ
リ
ス
ト
も
開
設
さ
れ
、
整
形
外
科
関
連
の
情
報

交
換
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

ダ
イ
ナ
の
ユ
ー
ザ
ー
は
２
０
０
４
年
７
月
現
在 

 2



診
察
室
に
隣
接
す
る
も
う
一
方
の
部
屋
は
処
置
室

で
、
指
示
に
よ
り
ナ
ー
ス
が
採
血
・
点
滴
等
を
行
い

ま
す
。
受
付
は
、
従
来
は
診
察
室
に
隣
接
し
て
配
置

さ
れ
る
こ
と
が
多
か
っ
た
よ
う
で
す
が
、
当
院
で
は

通
路
を
は
さ
ん
で
診
察
室
の
向
か
い
側
に
あ
り
ま
す
。

診
察
室
と
受
付
は
少
し
離
れ
て
い
ま
す
が
、
連
絡
は

院
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
を
利
用
し
て
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
や
り
取
り

が
で
き
る
フ
リ
ー
ソ
フ
トIP M

essenger

を
利
用

し
て
頻
繁
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。 

し
ま
し
た
。
当
院
に
は
放
射
線
技
師
は
い
な
い
た
め
、

ナ
ー
ス
が
撮
影
準
備
・
位
置
決
め
を
行
い
、
ド
ク
タ

ー
が
確
認
後
撮
影
ボ
タ
ン
を
押
す
よ
う
に
し
て
い
ま

す
。
撮
影
室
で
処
理
さ
れ
た
Ｃ
Ｒ
画
像
は
、
隣
の
診

察
室
の
モ
ニ
タ
ー
に
表
れ
、
直
ち
に
診
断
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。 

ダ
イ
ナ
はW

indow
s2000 

ま
た
は
Ｘ
Ｐ
を
Ｏ
Ｓ

と
し
てA

ccess2000

を
基
本
ソ
フ
ト
に
し
て
い
る

た
め
、
汎
用
性
の
高
い
電
子
カ
ル
テ
で
す
。
シ
ス
テ

ム
構
成
は
、
デ
ー
タ
ー
を
格
納
す
る
Ｐ
Ｃ
（
サ
ー
バ

「
セ
ッ
ト
」
を
作
成
し
、
効
率
的
な
入
力
を
実
現 
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診
察
室
の
デ
ス
ク
に
は
３
台
の
モ
ニ
タ
ー
が
置
か

れ
て
い
ま
す
（
図
１
）
。
左
側
に
ダ
イ
ナ
・
ク
ラ
イ
ア

ン
ト
と
し
て
所
見
・
指
示
内
容
を
表
示
す
る
モ
ニ
タ

ー
①
、
中
央
に
ダ
イ
ナ
の
受
付
表
を
常
に
表
示
す
る

モ
ニ
タ
ー
②
、
そ
し
て
右
側
に
Ｃ
Ｒ
画
像
を
表
示
す

ー
）
と
端
末
Ｐ
Ｃ
（
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
）
か
ら
な
り
、

最
少
２
台
で
す
が
、
当
院
で
は
サ
ー
バ
ー
１
台
と
６

台
の
ク
ラ
イ
ア
ン
ト
（
受
付
２
、
診
察
室
２
、
院
長

室
２
）
を
Ｌ
Ａ
Ｎ
で
つ
な
い
で
い
ま
す
。
プ
リ
ン
タ

ー
は
、
レ
セ
プ
ト
用
と
し
て
サ
ー
バ
ー
に
レ
ー
ザ
ー

プ
リ
ン
タ
ー
１
台
、
会
計
・
薬
情
・
処
方
箋
・
診
断

書
等
発
行
用
に
受
付
に
１
台
、
指
示
書
発
行
用
に
診

察
室
に
１
台
使
用
し
て
い
ま
す
。 

電
子
カ
ル
テ
の
流
れ
は
、
新
患
の
場
合
、
最
初
に

受
付
で
ダ
イ
ナ
に
氏
名
・
保
険
証
番
号
等
の
カ
ル
テ

表
紙
を
入
力
し
、
次
に
受
付
表
に
カ
ル
テ
番
号
を
入

力
し
ま
す
。
再
診
は
診
察
券
を
見
て
受
付
表
に
順
番

に
カ
ル
テ
番
号
を
入
力
し
ま
す
。
診
察
室
で
も
受
付

表
が
表
示
さ
れ
て
い
て
、
受
付
状
況
が
瞬
時
に
分
か

り
、
順
番
に
呼
び
込
ん
で
診
察
を
行
い
ま
す
。 
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る
モ
ニ
タ
ー
③
で
す
。
モ
ニ
タ
ー
①
③
は
⒚
イ
ン
チ
、

⒘
イ
ン
チ
の
液
晶
、
②
は
⒓
イ
ン
チ
の
ノ
ー
ト
Ｐ
Ｃ

で
す
。
モ
ニ
タ
ー
②
の
受
付
表
か
ら
受
付
順
に
患
者

氏
名
、
受
付
時
間
、
診
察
・
投
薬
・
リ
ハ
の
予
定
内

容
等
が
わ
か
り
、
診
療
手
順
を
決
め
る
こ
と
が
出
来

ま
す
。
左
側
の
モ
ニ
タ
ー
①
は
患
者
の
目
の
前
に
あ

り
、
ド
ク
タ
ー
と
患
者
が
同
じ
画
面
を
眺
め
て
画
面

を
共
有
し
、
病
名
や
診
療
内
容
・
検
査
デ
ー
タ
ー
な

ど
の
説
明
を
す
る
こ
と
に
よ
り
電
子
カ
ル
テ
を
は
さ

ん
で
ド
ク
タ
ー
と
患
者
の
新
た
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ

ョ
ン
が
形
成
さ
れ
、
情
報
開
示
へ
と
つ
な
が
る
と
思

い
ま
す
。
告
知
し
な
い
病
名
を
非
表
示
と
す
る
機
能

も
ダ
イ
ナ
に
は
あ
り
ま
す
。 

整
形
外
科
は
Ⅹ
線
検
査
が
多
い
た
め
、
Ｃ
Ｒ
画
像

専
用
の
モ
ニ
タ
ー
③
で
診
断
し
、
電
子
カ
ル
テ
の
画

面
を
切
り
替
え
る
こ
と
な
く
、
Ⅹ
線
画
像
を
見
な
が

ら
所
見
を
入
力
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
整
形

外
科
で
は
Ｘ
線
以
外
の
画
像
は
比
較
的
少
な
く
、
超

音
波
、
他
院
の
Ｍ
Ｒ
Ｉ
や
Ｃ
Ｔ
、
手
描
き
の
ス
ケ
ッ

チ
、
デ
ジ
カ
メ
写
真
等
は
、
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
ま
た
は
Ｂ
Ｍ

 5



入
力
を
効
率
よ
く
行
う
た
め
に
独
自
の
セ
ッ
ト
を

作
成
し
て
い
ま
す
。
セ
ッ
ト
は
大
別
す
る
と
症
状
・

所
見
に
つ
い
て
の
セ
ッ
ト
と
基
本
診
療
、
検
査
、
処

置
、
注
射
、
処
方
等
の
診
療
行
為
の
セ
ッ
ト
が
あ
り

ま
す
。
こ
こ
で
は
、
整
形
外
科
に
特
徴
的
な
症
状
・

所
見
セ
ッ
ト
と
検
査
お
よ
び
処
置
の
セ
ッ
ト
に
つ
い

て
簡
潔
に
述
べ
ま
す
。 

電
子
カ
ル
テ
の
キ
ー
ボ
ー
ド
入
力
を
懸
念
す
る
向

き
も
あ
り
ま
す
が
、
セ
ッ
ト
の
作
成
、
Ｄ
Ｏ
機
能
の

利
用
等
で
入
力
は
速
く
な
り
ま
す
。
ペ
ン
タ
ブ
レ
ッ

ト
や
音
声
入
力
を
利
用
し
た
り
、
入
力
専
門
の
ク
ラ

ー
ク
を
置
い
て
い
る
施
設
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
こ

れ
ら
は
ま
だ
問
題
が
あ
り
一
般
的
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 

症
状
・
所
見
セ
ッ
ト
は
部
位
別
に
脊
椎
、
上
肢
、

下
肢
そ
の
他
に
分
け
、
脊
椎
は
さ
ら
に
腰
痛
、
腰
ヘ

ル
ニ
ア
、
頚
筋
膜
炎
、
頚
椎
捻
挫
、
頚
ヘ
ル
ニ
ア
、

胸
郭
出
口
、
脊
柱
変
形
等
、
疾
患
別
に
主
な
症
状
・

所
見
の
項
目
を
一
括
入
力
で
き
る
よ
う
に
登
録
し
て

い
ま
す
（
図
２
）
。 

Ｐ
フ
ァ
イ
ル
で
ダ
イ
ナ
に
保
存
・
表
示
し
て
い
ま
す
。 
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処
置
セ
ッ
ト
で
も
整
形
外
科
で
頻
用
す
る
項
目
を

リ
ハ
ビ
リ
・
消
炎
鎮
痛
、
創
傷
処
置
、
骨
折
徒
手
整

復
、
関
節
脱
臼
・
捻
挫
、
ギ
プ
ス
、
神
経
ブ
ロ
ッ
ク
、

手
術
に
大
別
し
、
各
々
処
置
項
目
を
登
録
し
て
い
ま

す
。
ま
た
基
本
診
療
、
注
射
、
処
方
に
つ
い
て
も
セ

ッ
ト
を
作
成
し
て
入
力
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。 

診
療
行
為
の
検
査
セ
ッ
ト
は
、
Ⅹ-

Ｐ
が
中
心
と
な

り
ま
す
が
、
脊
椎
、
上
肢
、
下
肢
そ
の
他
、
お
よ
び

造
影
の
Ⅹ-

Ｐ
セ
ッ
ト
を
作
成
し
、
一
括
入
力
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
検
査
セ
ッ
ト
は
他
に
、
血

液
・
尿
、
骨
塩
定
量
、
エ
コ
ー
、
脈
波
等
が
あ
り
ま

す
が
、
血
液
・
尿
セ
ッ
ト
で
頻
用
さ
れ
る
の
は
Ｒ
Ａ
、

痛
風
、
骨
粗
鬆
症
、
高
脂
血
症
等
で
す
。 

上
肢
、
下
肢
も
同
様
に
疾
患
別
に
所
見
項
目
が
一

括
入
力
で
き
ま
す
。
ま
た
所
見
セ
ッ
ト
で
は
Ⅹ-

Ｐ
所

見
も
脊
椎
、
上
肢
、
下
肢
に
対
応
し
て
各
々
、
代
表

的
な
所
見
を
登
録
し
て
い
ま
す
。 

患
者
ご
と
に
診
療
終
了
後
、
基
本
診
療
項
目
、
検

査
、
処
置
、
リ
ハ
ビ
リ
、
注
射
、
処
方
等
の
内
容
を

紙
の
「
指
示
書
」
で
安
全
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ 
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診
察
室
と
受
付
の
Ｐ
Ｃ
で
、
同
じ
患
者
の
同
じ
項

目
に
同
時
に
書
き
込
み
を
す
る
と
電
子
カ
ル
テ
は
障

害
を
起
こ
し
て
フ
ァ
イ
ル
の
破
損
が
起
こ
り
ま
す
。

こ
れ
を
防
ぐ
た
め
に
、「
指
示
書
が
あ
る
所
の
Ｐ
Ｃ
が

書
き
込
み
の
優
先
権
を
持
つ
」
と
い
う
取
り
決
め
に

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
万
一
、
停
電
等
で
シ
ス
テ
ム

ト
ラ
ブ
ル
が
発
生
し
て
デ
ー
タ
ー
の
一
部
が
失
わ
れ

採
血
等
の
検
査
項
目
や
注
射
薬
は
、
電
子
カ
ル
テ

を
モ
ニ
タ
ー
で
見
る
よ
り
、
紙
の
指
示
書
で
確
認
す

る
方
が
見
誤
り
は
遥
か
に
少
な
く
正
確
と
な
り
、
能

率
も
上
が
り
ま
す
。
当
院
は
院
内
処
方
で
、
処
方
薬

の
準
備
は
受
付
の
ク
ラ
ー
ク
が
行
い
ま
す
が
、
指
示

書
の
処
方
内
容
を
見
な
が
ら
受
付
奥
に
あ
る
薬
品
棚

か
ら
薬
の
準
備
を
し
ま
す
。 

プ
リ
ン
ト
ア
ウ
ト
し
た
紙
を
「
指
示
書
」
と
し
て
ナ

ー
ス
に
渡
し
ま
す
。
ナ
ー
ス
は
指
示
書
を
見
て
処
置

室
で
採
血
・
注
射
を
行
い
、
指
示
書
は
次
に
リ
ハ
室

へ
回
さ
れ
リ
ハ
ビ
リ
が
実
施
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
が

終
了
す
る
と
指
示
書
は
受
付
に
届
け
ら
れ
、
こ
こ
で

電
子
カ
ル
テ
と
の
再
チ
ェ
ッ
ク
が
行
わ
れ
ま
す
。 
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た
時
に
も
、
指
示
書
を
参
照
し
て
、
診
療
項
目
を
後

で
再
入
力
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。 

バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
の
方
法
で
す
が
、
当
院
で
は
午

前
・
午
後
の
診
療
終
了
時
に
複
数
の
Ｐ
Ｃ
ハ
ー
ド
デ

ィ
ス
ク
と
Ｍ
Ｏ
に
手
動
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
と
り
、

い
つ
で
も
前
の
カ
ル
テ
に
戻
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い

ま
す
。
診
療
中
に
時
系
列
で
自
動
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を

と
る
こ
と
が
で
き
る
ソ
フ
ト
も
あ
り
ま
す
が
、
電
子

カ
ル
テ
書
き
込
み
中
の
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
操
作
は
、
シ

ス
テ
ム
ダ
ウ
ン
等
の
ト
ラ
ブ
ル
発
生
の
源
と
な
る
た

め
勧
め
ら
れ
ま
せ
ん
。
毎
月
の
レ
セ
プ
ト
作
成
後
は

Ｃ
Ｄ
‐
Ｒ
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
と
り
永
久
保
存
版
と

し
ま
す
。
今
の
と
こ
ろ
当
院
の
ダ
イ
ナ
の
フ
ァ
イ
ル

サ
イ
ズ
は
２
６
０
Ｍ
Ｂ
程
度
な
の
で
Ｍ
Ｏ
ま
た
は
Ｃ

Ｄ-

Ｒ
Ｗ
に
入
れ
て
持
ち
帰
っ
て
自
宅
の
Ｐ
Ｃ
で
レ
セ

プ
ト
チ
ェ
ッ
ク
を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。 

以
上
、
当
院
の
電
子
カ
ル
テ
に
よ
る
整
形
外
科
診

療
の
概
要
を
述
べ
ま
し
た
。
電
子
カ
ル
テ
を
導
入
す

る
こ
と
に
よ
り
、
カ
ル
テ
の
電
子
保
存
が
可
能
と
な

○ 

結 

語 
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り
ま
す
が
、
完
全
に
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
で
運
用
す
る
の

で
は
な
く
、
指
示
書
を
利
用
す
る
こ
と
で
、
よ
り
確

実
な
診
療
が
実
現
で
き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。 

図
２ 

症
状
・
所
見
セ
ッ
ト
入
力
画
面 

図
１ 

診
察
室
デ
ス
ク
（
左
よ
り
モ
ニ
タ
ー
①
、
②
、
③
） 

文 

献  

ダ
イ
ナ
ミ
ク
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